
カリキュラム・ポリシー 

 

本学のディプロマ・ポリシーを達成するため、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準

拠した科目と本学独自の科目を段階的に配置し、実施する。 

 

1. 医療人としての高い倫理観、使命感を育成するための科目を低年次より配置し、薬剤

師への志向と学習意欲の向上を図りつつ、高年次では薬剤師に求められる社会的責任

を自覚するとともに、備えるべき心構えを育成する科目を配置する。 

 

2. 科学的思考力および問題の主体的解決能力を養い、コミュニケーション能力を熟成す

るための科目を実施する。 

 

3. 臨床実習に関連する科目や臨床実習により、薬剤師職務に必要な基礎知識、技能、態

度を修得するとともに、臨床における問題解決能力を養い、チーム医療を実践する能

力、態度を育成する。  

 

4. 深い教養を身につけるための全学共通科目（一般教養科目）や、薬学専門課程に移行

するための基礎能力を高めるための専門基礎科目、および国際性を育む外国語教育科

目を編成し、低年次より実施する。 

 

5. 薬学の専門的知識や技術を修得するために専門科目、実習科目を編成し、基礎から段

階的に実施するとともに、適切な薬物療法を実践する能力を育成するための科目を配

置する。 

 

6. 地域の保健・医療への貢献できる能力を養成するために必要な専門科目、実践的実習

科目を編成し、実施する。それらに加え、近隣の薬剤師会と連携した地域医療に関わ

る科目を実施する。 

 

7. 卒業研究、統合演習科目（PBL）および薬学アドバンスト教育により、多角的な視点

から問題を発見・解決できる能力およびプレゼンテーション能力を養成する。 

 

8. 臨床実習、卒業研究により、医療と医薬品の進歩に関する情報を収集し、生涯にわた

り自己研鑽を続けるための能力、次世代を育成する意欲と態度を養う。 

 

 

 

 

 

 


